














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                          
7 取上げた事業は川崎製鉄五十年史(2000)に記載されている多角化戦略で取組んだ事業で、正当性、差別化そし
て自前が判定できる事業とした。各事業は、H フェライト：ハードフェライト、S フェライト：ソフトフェライ
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事業類型 実施数 存続数 存続率 事業源泉

投資額 定着時間
柱創造型    外部

大 短
リストラ型    内部

中 短
機会主導型    外部

中 中
組織活性型    内部

小 長
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